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はい
803名 68.1%

いいえ
338名 28.6%

無記入
39名 3.3%

第 4 章 結果の概要 ※構成比は、小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合があります。 

１ 東日本大震災に伴う復旧・復興事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問１ 石巻市の復旧・復興は、進んでいると感じていますか。１つ選んでください。 

問２ 問１で「１．はい」と答えた方にお聞きします。 

進んでいると感じている主な事業は何ですか。 

当てはまるものを全て選んでください。 

住宅再建

堤防、道路等の基盤整備

学校、保育所等の施設整備

医療体制の再構築

総合支所、公民館等の施設整備

交流や憩いの場となる公園整備

産業の再生・雇用の創出

地域コミュニティの再構築

公共交通機関の整備

その他

無記入

670名 83.4%

554名 69.0%

202名 25.2%

127名 15.8%

254名 31.6%

174名 21.7%

47名 5.9%

67名 8.3%

114名 14.2%

6名 0.7%

3名 0.4%
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住宅再建

堤防、道路等の基盤整備

学校、保育所等の施設整備

医療体制の再構築

総合支所、公民館等の施設整備

交流や憩いの場となる公園整備

産業の再生・雇用の創出

地域コミュニティの再構築

公共交通機関の整備

その他

無記入

23名 6.8%

258名 76.3%

31名 9.2%

70名 20.7%

41名 12.1%

79名 23.4%

142名 42.0%

66名 19.5%

88名 26.0%

21名 6.2%

3名 0.9%

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問３ 問１で「２．いいえ」と答えた方にお聞きします。 
    遅れていると感じている主な事業は何ですか。 

当てはまるものを全て選んでください。 

復旧・復興が「進んでいる」と回答した方が、前回調査より 1.8ポイント増加し、「進

んでいない」と回答した方は、前回調査より 2.3ポイント減少しました。 

 進んでいると感じている主な理由としては「住宅再建」を挙げる方が多く、遅れている

と感じている割合も減少していることから、住宅再建の進展を感じている方が多いことが

うかがえます。 

 次に進んでいると感じている事業は「堤防、道路等の基盤整備」となっていますが、遅

れていると感じている事業においても高い割合を占めています。「産業の再生・雇用の創

出」についても、遅れていると感じている割合が高くなっています。 

 今後も、基盤整備について、国、県等と調整を図りながら事業の円滑な推進に努めると

ともに、整備した施設等を適切に管理、効果的に活用し、本市の持続的発展に向けた産業

の再生・雇用の創出に一層取り組んでいく必要があると考えます。 
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問４ 石巻市の将来の再生・発展のために望むまちづくりについてお聞きします。 
特に重要と思うものを５つ選んでください。 

 将来の再生・発展のために望むまちづくりについては、「安全で安心できる防災体制」

「身近な医療施設」「介護・医療が優先整備された医療・福祉モデル地区」「計画された道

路網の整備」「市内で多くの方が働く場の創出」を望む声が多く、今後のまちづくりにお

いて、防災・道路・雇用・医療・福祉が重要と考えられていることがうかがえます。 
特に一番割合の高かった「安全で安心できる防災体制」は、昨年度と比較すると 11.7ポ

イント増加し、昨今、全国的に発生している暴風雨や洪水などの水災害等がポイントを押

し上げたと考えられます。 
 自由記入欄では、雨水排水対策、中心市街地以外のまちづくり及び公共交通に関する要

望や、子育て支援の充実を望む声が多くありました。 

計画された道路網の整備

魅力的な集客力のある中心部商店街の再生

子どもから大人まで楽しめる多目的広場

こころ安らぐ憩いの公園・緑地

身近な医療施設

高齢者にも優しいバリアフリー化

安全で安心できる防災体制

充実した教育の場と文化施設

市内で多くの方が働く場の創出

市内を循環する乗り降りしやすく、環境にやさしい公共交通機関

太陽光発電や風力発電、バイオマスなどの自然エネルギーの活用

互いに助け合う地域コミュニティの形成

介護・医療が優先整備された医療・福祉モデル地区

電力需要を調整する次世代送電網の導入など先駆的なまちづくり

歴史や文化を有する美しい景観の再生

中瀬などウォーターフロント周辺への新たな観光・集客施設の整備

北上運河や松林など美しい景観の再生

その他

無記入

518名 43.9%

406名 34.4%

331名 28.1%

228名 19.3%

519名 44.0%

224名 19.0%

552名 46.8%

272名 23.1%

518名 43.9%

394名 33.4%

180名 15.3%

184名 15.6%

519名 44.0%

81名 6.9%

129名 10.9%

137名 11.6%

136名 11.5%

59名 5.0%

61名 5.2%
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名前だけは知っている
216名 18.3%

名前も内容も知っている
80名 6.8%

実際に取り組んでいる
17名 1.4%

知らない
844名 71.5%

無記入
23名 1.9%

自営業の事業主等

会社員等

家事専業

学生

無職

その他

21名
16.7%

80名
17.1%

23名
20.7%

3名
13.0%

71名
20.7%

13名
18.6%

6名
4.8%

37名
7.9%

6名
5.4%

10名
43.5%

15名
4.4%

5名
7.1%

3名
2.4%

11名
2.4%

0名
0.0%

0名
0.0%

1名
0.3%

1名
1.4%

96名
76.2%

336名
71.9%

81名
73.0%

10名
43.5%

248名
72.3%

49名
70.0%

0名
0.0%

3名
0.6%

1名
0.9%

0名
0.0%

8名
2.3%

2名
2.9%

1.名前だけは知っている 2.名前も内容も知っている 3.実際に取り組んでいる 4.知らない 無記入

２ ＳＤＧｓ
エスディージーズ

（持続可能な開発目標）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問５ 市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を推進しており、普及啓発などの 
取り組みを進めています。 
「ＳＤＧｓ」という言葉を知っていますか。１つ選んでください。 

ＳＤＧｓという言葉を「名前だけは知っている」が 18.3％（前年比 3.5ポイント増）、

「名前も内容も知っている」が 6.8％（前年比 2.9ポイント増）、「実際に取り組んでいる」

が 1.4％（前年比 1.0ポイント増）となっており、3項目の合計は 26.5％（前年比 7.4ポ

イント増）となり、認知度の向上が見られました。 

職業別の回答割合では、3 項目の合計について「学生」が 56.5％で前年比 12.7 ポイン

ト増、「家事専業」が 26.1％で前年比 11.4ポイント増となっており、前年からの認知度向

上が大きくなっています。これは、学校教育におけるＳＤＧｓ学習の推進、本年 7月に市

がＳＤＧｓ未来都市に選定されたこと及び市報などによる普及啓発の取り組みの効果な

どによるものと考えられます。 

しかし、「実際に取り組んでいる」については、「自営業の事業主等」及び「会社員等」

が共に 2.4％であるのに対し、「家事専業」及び「学生」はいずれも 0％となっていること

から、ＳＤＧｓは日常生活の中で誰でも取り組めるものであることなどを含め、より一層

普及啓発に努める必要があることが分かりました。 

◆総計 

◆職業別回答割合 

26.5％ 

128 名 
27.4% 

29 名 
26.1% 

13 名 
56.5% 

87 名 
25.4% 

19 名 
27.1% 

30 名 
23.9% 
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３０分未満
258名 21.9%

３０分～１時間未満
196名 16.6%

１時間～２時間未満
192名 16.3%

２時間～３時間未満
172名 14.6%

３時間～４時間未満
123名 10.4%

４時間以上
171名 14.5%

無記入
68名 5.8%

内容も知っている
378名 32.0%

言葉は聞いたことがある
517名 43.8%

全く知らない
261名 22.1%

無記入
24名 2.0%

３ 男女共同参画について 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

問６ あなたは、「男女共同参画社会」という言葉を知っていますか。（〇は１つ） 

「男女共同参画社会」という言葉の認知度は、「言葉は聞いたことがある」が 43.8％と

最も多く、「内容も知っている」と合わせた認知度は、75.8％となっています。 

しかし、「全く知らない」と回答した方も 22.1％となっているため、今後もさらに啓発

に努めていく必要があると考えます。 

問７ あなたの１日の家事（介護・看護・育児含む）時間はどのくらいですか。 

（○は１つ） 

 

30 分未満が 21.9％と高くなっていますが、4 時間以上と回答した人は 14.5％となって

おり、多くの選択肢で 10％台となっていることから、個人差が大きいことがうかがえま

す。 
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３０分未満
200名 40.2%

３０分～１時間未満
131名 26.3%

１時間～２時間未満
71名 14.3%

２時間～３時間未満
31名 6.2%

３時間～４時間未満
14名 2.8%

４時間以上
17名 3.4%

無記入
34名 6.8%

３０分未満
54名 8.3%

３０分～１時間未満
62名 9.5%

１時間～２時間未満
116名 17.8%

２時間～３時間未満
136名 20.9%

３時間～４時間未満
105名 16.1%

４時間以上
151名 23.2%

無記入
27名 4.1%

【男女別】 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1時間未満の女性が 17.8％なのに対し、男性は 66.5％となっています。逆に、3時間以

上の家事時間を見ると、女性が 39.3％なのに対し、男性は 6.2％と非常に偏っています。

この結果から、家事時間については、いまだに女性の方が長いことがうかがえます。 

男性 

女性 
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問９ 平成２７年度に「女性活躍推進法」が施行され、石巻市でも女性活躍のための環

境整備に向けて取組を実施しております。女性が働くことについて、あなたはど

うお考えですか。（〇は１つ） 

妻の役割
56名 4.7%

基本的には妻の役割であり、
夫はそれを手伝う程度

374名 31.7%

夫も妻も同様に行う
377名 31.9%

基本的には夫の役割であり、
妻はそれを手伝う程度

0名 0.0%

夫の役割
2名 0.2%

どちらか、できる方がすればいい
271名 23.0%

わからない
35名 3.0%

その他
36名 3.1%

無記入
29名 2.5%

子どもができても、ずっと
働き続ける方がよい

489名 41.4%

子どもができたら仕事をやめ、育児
が一段落したら再び働く方がよい

441名 37.4%

子どもができたら仕事をやめ、
家事・育児に専念する方がよい

28名 2.4%

結婚を機会に仕事をやめ、家
事・育児に専念する方がよい

16名 1.4%

女性は働かない方がよい
4名 0.3%

わからない
81名 6.9%

その他
88名 7.5%

無記入
33名 2.8%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

問８ 家庭での育児や家事は、誰の役割だと思いますか。（〇は１つ） 

 

家庭での育児や家事の役割は、「夫も妻も同様に行う」と回答した方が 31.9％と僅差

であるものの最も多くなっています。 

しかし、「妻の役割」「基本的には妻の役割であり、夫はそれを手伝う程度」を合わせ

ると 36.4％と、未だに固定的役割分担意識（男性・女性という性別を理由に役割を固定

的に分けること。）が根強く残っていることがうかがえ、更なる固定的役割分担意識の

解消に向けた意識醸成をする必要があると考えます。 

女性が働くことについては、「子どもができても、ずっと働き続ける方がよい」との

回答が 41.4％と最も多く、一方「子どもができたら仕事をやめ、育児が一段落したら再

び働く方がよい」との回答も 37.4％と、「子どもは母親が育てる方がよい」という意識

が根強いことがうかがえます。 
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問10 女性の活躍を推進するためには、家族・社会・職場などからどのような支援が必

要と考えますか。（特に当てはまると思うもの２つに○） 

男性の家事参加への理解・意識改革

保育施設・介護施設・家事などのサービスの充実

労働時間の短縮や休暇制度の充実

男性が家事や育児において積極的に参加できる環境

女性が働き続けることへの周囲の理解

特にない

わからない

その他

無記入

401名 34.0%

588名 49.8%
391名 33.1%

284名 24.1%

411名 34.8%

37名 3.1%

37名 3.1%

18名 1.5%

27名 2.3%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

女性の活躍を推進するために必要なことは、「保育施設・介護施設・家事などのサービ

スの充実」の回答が 49.8％と最も多く、女性が活動に費やせる時間を確保するためのサー

ビスの必要性を感じていることがうかがえます。 

また、「労働時間の短縮や休暇制度の充実」との回答が 33.1％、「女性が働き続けること

への周囲の理解」との回答が 34.8％であり、職場や家庭での意識改革が女性の活躍に繋が

ると考えられます。 
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問11 あなたは、女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・

職場において必要なことは何だと思いますか。（当てはまるもの３つに〇） 

女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために必要なことは、「保育所や学童

クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」の回答が 69.9％と最も多く、子育てにおけ

る環境の整備を望んでいることがうかがえます。 

また、「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」を求める回答も多くあり、子

どもの保育環境の充実に加え、職場での育児と仕事の両立のための環境整備も求められて

いることがうかがえます。 

問12 あなたは今後、男性が家事・子育て・介護・地域活動などに積極的に参画して

いくためには、どのようなことが特に必要だと思いますか。（当てはまると思う

もの３つに〇） 

男性が家事・子育てなどに積極的に参画していくためには、「男性自身の抵抗感をなく

すこと」の回答が全体の 67.5％と最も多くなっています。 

また、「労働時間短縮や休暇制度の進めること」も、61.4％と働き方に対する改革の必

要性を感じていることがうかがえます。 

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

家事、育児、介護支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解

女性が働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方の改善

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

短期間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

特にない

わからない

その他

無記入

825名 69.9%

349名 29.6%

323名 27.4%

333名 28.2%

106名 9.0%

303名 25.7%

528名 44.7%

230名 19.5%

207名 17.5%

23名 1.9%

32名 2.7%

11名 0.9%

39名 3.3%

男性が家事などに参加することについて、

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することについて、

女性の抵抗感をなくすこと

労働時間短縮や休暇制度の充実を進めること

男性が家事などの技能を高められるよう、

講習会や情報提供を行うこと

仕事と生活の両立等の問題について、

男性が相談しやすい窓口を設けること

家事などを男女で分担するような、

しつけや育て方をすること

特に必要なことはない

わからない

その他

無記入

797名 67.5%

227名 19.2%

724名 61.4%

296名 25.1%

335名 28.4%

568名 48.1%

61名 5.2%

83名 7.0%

42名 3.6%

42名 3.6%



45 
 

学校教育の場では、55.8％の人が男女の地位について「平等」と答えているものの、社

会全体では 69.1％の人が「男性」「どちらかといえば男性」が優遇されていると答えてい

ます。このことから、多くの人が、依然として男性優位の社会であるとの認識を持ってい

ます。 

家庭生活では

職場では

学校教育の場では

町内会・地域では

政治の場では

社会全体では

13.6%
160名

26.1%
308名

4.0%
47名

12.3%
145名

33.6%
396名

21.0%
248名

30.8%
363名

37.5%
443名

14.5%
171名

33.3%
393名

37.4%
441名

48.1%
568名

25.0%
295名

20.6%
243名

55.8%
659名

30.1%
355名

15.9%
188名

16.1%
190名

15.2%
179名

2.5%
29名

5.8%
69名

5.8%
69名

0.4%
5名

1.4%
17名

5.6%
66名

1.1%
13名

1.6%
19名

2.1%
25名

0.2%
2名

0.7%
8名

4.2%
50名

4.5%
53名

10.1％
119名

8.6%
101名

4.7%
56名

5.2%
61名

5.7%
67名

7.7%
91名

8.1%
96名

7.8%
92名

7.8%
92名

7.5%
88名

男性 どちらかと

いえば男性
平等 どちらかと

いえば女性
女性 わから

ない
無記入

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問13 あなたは、男女の地位について、どちらが優遇されていると思いますか。ア～カ

のそれぞれについてお答えください。（それぞれ〇は１つ） 
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内容について、５種類と
もすべて理解している

456名 38.6%

内容について、一部は理解している
555名 47.0%

言葉は聞いたことがあるが、
内容はわからない

79名 6.7%

全く知らない
24名 2.0%

無記入
66名 5.6%

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について正しく理解しているかとの回答では、

「5種類ともすべて理解している」が 38.6％、「一部は理解している」が 47.0％となって

います。身体的暴力だけがＤＶではないことを、正しく理解していただくため、より一層

の啓発に努める必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問14 あなたは、ＤＶ（配偶者等からの暴力）の内容について正しく理解していますか。

（〇は１つ） 
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石巻警察署

石巻市市民相談センター

石巻市虐待防止センター

宮城県東部保健福祉事務所

宮城県女性相談センター

みやぎ男女共同参画相談室

38.1%
449名

17.2%
203名

11.6%
137名

9.8%
116名

6.1%
72名

3.9%
46名

41.3%
487名

45.1%
532名

31.4%
371名

29.5%
348名

29.7%
350名

21.2%
250名

13.6%
160名

28.3%
334名

47.2%
557名

49.9%
589名

54.1%
638名

62.4%
736名

7.1%
84名

9.4%
111名

9.7%
115名

10.8%
127名

10.2%
120名

12.5%
148名

名称も支援内容

も知っている

名称は聞いた

ことがある

全く知

らない

無記入

セクシャル・ハラスメントまたはＤＶの相談窓口の認知度は、身近にある石巻警察署で

も「名称も支援内容も知っている」は 38.1％となっています。 

また、石巻市市民相談センターは 17.2％、石巻市虐待防止センターでは 11.6％と、か

なり認知度が低く、今後も相談窓口の周知徹底を図る必要があると考えます。 

言葉も意味も知っている
295名 25.0%

言葉を知っており、一部
については理解している

312名 26.4%

言葉は聞いたことがあ
るが、意味は知らない

229名 19.4%

初めて聞いた
301名 25.5%

無記入
43名 3.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

問15 あなたは、セクシャル・ハラスメントまたはＤＶ（配偶者等からの暴力）被害に

あった時の相談窓口（ア～カ）を知っていますか。ア～カのそれぞれについてお

答えください。（それぞれ〇は１つ） 

問16 「性的マイノリティ」「ＬＧＢＴ」という言葉を知っていますか。（〇は１つ） 

 

性的マイノリティやＬＧＢＴの認知度については、「言葉も意味も知っている」「言葉を

知っており、一部については理解している」と答えた人が合わせて 51.4％となっていま

す。 

しかしながら、「初めて聞いた」と「言葉は聞いたことがあるが、意味は知らない」とを

合わせると 44.9％となり、さらに理解を深めていくための啓発が必要であると考えます。 
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防災計画の策定の場に

男女がともに参画する

町内会や地域の自主防災

組織の女性リーダーを増やす

避難所の運営マニュアルに

男女双方の視点を反映させる

避難所運営の責任者

に男女がともに加わる

男女のニーズの違いに応

じた相談や情報提供を行う

男女の違いに配慮した

救援医療や健康支援を行う

性的マイノリティ、

ＬＧＢＴ等の方への配慮

55.1%
650名

23.6%
278名

54.2%
640名

51.2%
604名

50.7%
598名

55.6%
656名

37.7%
445名

30.9%
365名

47.5%
561名

31.4%
370名

33.0%
389名

33.7%
398名

29.7%
350名

33.4%
394名

2.5%
30名

10.3%
121名

3.1%
36名

4.5%
53名

3.5%
41名

3.1%
37名

6.9%
81名

0.3%
4名

1.2%
14名

0.1%
1名

0.4%
5名

0.3%
4名

0.2%
2名

1.4%
17名

5.4%
64名

11.1%
131名

4.7%
55名

4.7%
55名

5.1%
60名

4.7%
56名

13.6%
160名

5.7%
67名

6.4%
75名

6.6%
78名

6.3%
74名

6.7%
79名

6.7%
79名

7.0%
83名

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない 全く必要ない わからない 無記入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問17 今後の災害に備えて、性別に配慮した取り組みはどの程度必要だと思いますか。 

ア～キのそれぞれについてお答えください。（それぞれ〇は１つ） 

すべての調査項目で「とても必要」「どちらかといえば必要」と答えた人を合わせると

70％を超えていて、そのうち 5 項目では、85％前後の人が「とても必要」「どちらかとい

えば必要」と答えています。このことから今後の災害に備えて、多くの人が男女共同の観

点からの取り組みの必要性を感じています。 
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企業や団体等において、政策や意思決定の場

への女性の登用を促進する

労働時間の短縮や保育・介護サービス等、男

女ともに働きやすい環境を整える

子育てや介護などで一度仕事を辞めた人への

再就職を支援する

ひとり親家庭の就業や生活自立に向けた支援

を充実する

男性の家事・育児・介護への参加を促進する

ＤＶ・セクハラなど性暴力防止のための取り

組みや被害者支援を行う

男女の身体的な違いに配慮し、生涯を通じた

健康支援を行う

男女共同参画の視点からの防災を推進する

特にない

わからない

その他

無記入

443名 37.5%
800名 67.8%

620名 52.5%

383名 32.5%

313名 26.5%

175名 14.8%

229名 19.4%

131名 11.1%

35名 3.0%

54名 4.6%

14名 1.2%

58名 4.9%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 18 男女共同参画社会を実現するために、今後、石巻市はどのようなことに特に 

力を入れていくべきだと思いますか。（特に必要だと思うもの３つに〇） 

男女共同参画社会を実現するために、市が特に力を入れていくべきこととして、「労働

時間の短縮や保育・介護サービスなど、男女ともに働きやすい環境を整える」が 67.8％と、

高い数値となっています。 

また、「子育てや介護などで一度仕事を辞めた人への再就職を支援する」と答えた人も

52.5％となっていることから、再就職への意欲が強いことがうかがえます。 

ひとりひとりの「働きたい」を叶え、誰にとっても「働きやすい」「働きがいのある」職

場環境を整えることが求められています。 
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1．18～29歳

2．30～39歳

3．40～49歳

4．50～59歳

5．60～69歳

6．70～79歳

7．80歳以上

40.9% 38名

41.7% 45名

47.0% 70名

44.5% 77名

52.5% 125名

50.5% 138名

35.4% 45名

58.1% 54名

58.3% 63名

51.7% 77名

54.3% 94名

45.8% 109名

44.3% 121名

51.2% 65名

1.1% 1名

0.0% 0名

1.3% 2名

1.2% 2名

1.7% 4名

5.1% 14名

13.4% 17名

市民公益活動団体 世代別認知度

はい いいえ 無記入

福祉・健康

まちづくり

子ども・子育て

教育

自然・環境

災害・防災

文化・スポーツ振興

商工・観光

その他

無記入

303名 55.5%
277名 50.7%

264名 48.4%
85名 15.6%

136名 24.9%
182名 33.3%

178名 32.6%
94名 17.2%

5名 0.9%
0名 0.0%

４ 市民公益活動団体について 

 
 
  
  
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 19 石巻市で活動する市民公益活動団体(NPO等)を知っていますか。 

１つ選んでください。 

問 20 問 19 で「１.はい」と回答した方にお聞きします。あなたが知っている団体の 

活動分野は何ですか。当てはまるものを全て選んでください。 

「市民公益活動団体を知っていますか」という問いに対して、回答者の 50％が「いい

え」と回答し、市民の認知度が低いことが分かりました。また世代別にみても、60代、

70 代を除いた多くの世代では「いいえ」の比率が半数を超えることが分かりました。 

また、知っている団体の活動分野について聞いたところ、「福祉・健康」「まちづく

り」「子ども・子育て」の 3分野について、半数前後の回答者が認知しているものの、

「教育」「商工・観光」の認知度が 10％台に留まっており、分野によって大きな偏りが

出ていることが認められました。 

ＮＰＯ等の市民公益活動団体は、市及び市民が協働する相手先の一つであり、今後も

より市民と連携した活動を推進していくことが大切であることから、市民公益活動団体

の認知度・理解度の向上を図っていく必要があると考えます。 
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必ず読んでいる

476名 40.3%

たまに読んでいる

479名 40.6%

あまり読まない

114名 9.7%

ほとんど読まない

59名 5.0%

読んだことがない

32名 2.7%

無記入

20名 1.7%

読みやすい
404名 42.3%

どちらとも言えない
506名 53.0%

読みにくい
33名 3.5%

無記入
12名 1.3%

５ 市の広報活動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 21 「市報いしのまき」を読んでいますか。１つ選んでください。 

問 22 問 21 で「１.必ず読んでいる」「２.たまに読んでいる」と回答した方にお聞き

します。「市報いしのまき」は読みやすいですか。１つ選んでください。 

「読みやすい」が 42.3％であり、「読みにくい」の 3.5％を大きく上回っているものの、

「どちらとも言えない」が 53.0％と半数を超えていることから、より読みやすく、分かり

やすい紙面づくりを行っていきます。 

「必ず読んでいる」「たまに読んでいる」が全体の 80.9％であり、多くの市民が市政へ

の関心があり、市報から積極的に情報を得ている事が分かります。 

しかし、「あまり読まない」「ほとんど読まない」「読んだことがない」が全体の 17.4％

である事から、より一層市政への関心が高まるような紙面づくりを行っていきます。 
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興味がない

読む暇がない

内容がつまらない

役に立たない

市報が届かない

その他

無記入

90名 43.9%

65名 31.7%

47名 22.9%

8名 3.9%

7名 3.4%

27名 13.2%

3名 1.5%

よく見ている
89名 7.5%

たまに見ている
321名 27.2%

あまり見ない
184名 15.6%

ほとんど見ない
185名 15.7%

見たことがない
369名 31.3%

無記入
32名 2.7%

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 23 問 21 で「３.あまり読まない」「４.ほとんど読まない」「５.読んだことがない」

と回答した方にお聞きします。 

その理由はなんですか。当てはまるものを全て選んでください。 

「興味がない」「読む暇がない」「内容がつまらない」と続くことから、短時間で、魅力

ある情報が得られるような、市民の興味を引く紙面づくりを行っていきます。 

問 24 「市ホームページ」をご覧になったことはありますか。１つ選んでください。 

「あまり見ない」「ほとんど見ない」「見たことがない」が全体の 62.6％であることか

ら、市ホームページをご覧いただけるような周知を市報やフェイスブックなどにより、 

行っていきます。 
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探しやすい
58名 14.1%

どちらかというと探しやすい
204名 49.8%

どちらかというと探しにくい
133名 32.4%

探しにくい
8名 2.0%

無記入
7名 1.7%

興味がない
203名 27.5%

見る暇がない
155名 21.0%

内容がつまらない
32名 4.3%

役に立たない
31名 4.2%

見る環境が整っていない
271名 36.7%

その他
94名 12.7%

無記入
20名 2.7%

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 25 問 24 で「１．よく見ている」「２．たまに見ている」と回答した方にお聞きしま

す。情報は探しやすいですか。１つ選んでください。 

問 26 問 24 で「３．あまり見ない」「４．ほとんど見ない」「５．見たことがない」と

回答した方にお聞きします。その理由はなんですか。 

当てはまるものを全て選んでください。 

「見る環境が整っていない」が最も多い結果ですが、「興味がない」「見る暇がない」が

続くことから、たくさんの市民から市ホームページを閲覧していただけるよう、利用しや

すい良質なウェブコンテンツの作成を行っていきます。 

「探しやすい」「どちらかというと探しやすい」が全体の 63.9％と半数を超えており、

一定の評価を得ておりますが、さらに情報を探しやすくなるように市ホームページの  

更新、改善を行っていきます。 
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市報いしのまき（広報紙）

市ホームページ

議会だより（広報紙）

ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）

刊行物（ごみカレンダー、くらしの便利帳など）

災害情報メール配信サービス

行政区回覧

ラジオ石巻

新聞

ポスター・チラシ

防災行政無線

窓口・電話での問い合わせ

知人・家族から聞く

その他

無記入

885名 75.0%
177名 15.0%

335名 28.4%
65名 5.5%

383名 32.5%
64名 5.4%

282名 23.9%
72名 6.1%

369名 31.3%
68名 5.8%

97名 8.2%
31名 2.6%

209名 17.7%
15名 1.3%

54名 4.6%

市報いしのまき（広報紙）

市ホームページ

議会だより（広報誌）

ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）

刊行物（ごみカレンダー、くらしの便利帳など）

災害情報メール配信サービス

行政区回覧

ラジオ石巻

新聞

ポスター・チラシ

防災行政無線

その他

無記入

791名 67.0%
269名 22.8%

186名 15.8%
179名 15.2%

387名 32.8%
193名 16.4%

285名 24.2%
105名 8.9%

286名 24.2%
117名 9.9%

255名 21.6%
32名 2.7%
52名 4.4%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 27 市政に関する情報は、どのような方法で入手していますか。 

当てはまるものを３つまで選んでください。 

問 28 今後、力を入れてほしい情報発信の方法は何ですか。 

当てはまるもの３つまで選んでください。 

最も多いのが「市報いしのまき（75.0％）」で、続いて「刊行物（32.5％）」「新聞（31.3％）」

「議会だより（28.4％）」「行政区回覧（23.9％）」となっており、紙媒体により市政に関す

る情報が入手されていることから、市報や刊行物などによる市政に関する情報発信の充実

を図ります。 

多い結果から順に「市報いしのまき（67.0％）」「刊行物（32.8％）」「新聞（24.2％）」 

「行政区回覧（24.2％）」「市ホームページ（22.8％）」となっており、紙媒体と併せて電子

媒体での情報発信が期待されていることから、両媒体の市政に関する情報発信力の強化を

図ります。 
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家族にいる

親戚にいる

職場又は学校にいる

近所にいる

友人、知人にいる

自分自身に障害がある

その他

身近にはいない

無記入

176名 14.9%
178名 15.1%

98名 8.3%
126名 10.7%

119名 10.1%
41名 3.5%

19名 1.6%
526名 44.6%

34名 2.9%

６ 障害者福祉について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 29 あなたの身近に障害のある人はいますか。（複数回答可） 

「身近にはいない（44.6％）」がもっとも多く、次いで「親戚にいる（15.1％）」、「家

族にいる（14.9％）」となっています。「職場又は学校にいる（8.3％）」、「近所にいる

（10.7％）」、「友人、知人にいる（10.1％）」がそれぞれ 1割程度であり、日常的に障害

のある人と接する機会が少ない人が多いと考えられます。 

問 30 あなたは街で障害のある人を見かけたことがありますか。１つ選んでください。 

「ある」（89.5％）の回答が 9 割近くあり、街で障害のある方を見かけることが多いこ

とがうかがえます。 

ある
1,056名 89.5%

ない
98名 8.3%

無記入
26名 2.2%
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ある
617名 52.3%

ない
537名 45.5%

無記入
26名 2.2%

困っている障害者を見かける機会がなかったから

どのように接したらよいかわからなかったから

自分が何をすればよいかわからなかったから

おせっかいになるような気がしたから

専門の人や関係者にまかせた方がよいと思ったから

自分にとって負担になるような気がしたから

特に理由はない

その他

無記入

357名 66.5%

97名 18.1%

69名 12.8%

92名 17.1%

35名 6.5%

12名 2.2%

63名 11.7%

23名 4.3%

8名 1.5%

困っているときはお互い様という気持ちから

障害のある人を手助けするのは

当たり前のことだと思うから

身内などに障害のある人がいて、

その大変さを知っているから

自分の仕事に関連して

将来、自分も障害者になるかもしれないから

近所付き合いや親戚付き合いなどで

なんとなく

その他

無記入

415名 67.3%

385名 62.4%

181名 29.3%

81名 13.1%

122名 19.8%

50名 8.1%

43名 7.0%

17名 2.8%

0名 0.0%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 31 あなたは、障害のある人が困っているときに手助けをしたことがありますか。 
   1 つ選んでください。 

問 31-1 問 31で「ある」と回答した方にお聞きします。 
それはどのような気持ちからでしょうか。（複数回答可） 

問 31-2 問 31で「ない」と回答した方にお聞きします。 
なかったのはどうしてでしょうか。（複数回答可） 
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あると思う
550名 46.6%

少しはあると思う
406名 34.4%

あまりないと思う
110名 9.3%

ないと思う
71名 6.0%

わからない
24名 2.0% 無記入

19名 1.6%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害のある人が困っているときに手助けをしたことがあるかについては、「ある

（52.3％）」と回答した方が、半数を超えており、その理由として、「困っているときはお

互い様という気持ちから（67.3％）」、「障害のある人を手助けするのは当たり前のことだ

と思うから（62.4％）」という回答の割合が高くなっています。 

「ない（45.5％）」の理由としては、「困っている障害者を見かける機会がなかったから

（66.5％）」がもっとも多く、次いで、「どのように接したらよいかわからない（18.1％）」、

「おせっかいになるような気がしたから（17.1％）」と続いています。 

問 32 あなたは、世の中には障害のある人に対して、障害を理由とする差別や偏見が

あると思いますか。１つ選んでください。 

「あると思う（46.6％）」と「少しはあると思う（34.4％）」を合わせると 8割の方が、

障害のある人に対して差別や偏見がある世の中であると感じていると回答しています。 
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知っている
145名 12.3%

聞いたことがある
326名 27.6%

知らない
683名 57.9%

無記入
26名 2.2%

知っている
336名 28.5%

言葉だけは聞いたことがある
502名 42.5%

知らない
311名 26.4%

無記入
31名 2.6%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 33 障害を理由とする差別を解消するために制定された「障害者差別解消法」を知

っていますか。１つ選んでください。 

「知らない（57.9％）」と回答した方が、半数を超えており、「知っている（12.3％）」は

1 割程度となっており、法律の施行から 4 年が経過していますが、障害者差別解消法の認

知度が低いことがわかります。障害者差別解消法の趣旨や重要性について、さらに啓発を

図っていく必要があると考えます。 

問 34 あなたは、障害のある・なしにかかわらず、誰もが社会の一員としてお互いを

尊重し、支え合って暮らすことを目指す「共生社会」という考え方を知っていま

すか。１つ選んでください。 

「言葉だけは聞いたことがある（42.5％）」がもっとも多く、考え方を「知っている」

は、28.5％にとどまっています。内容も言葉も聞いたことがない方は、「知らない（26.4％）」

という結果となりました。共生社会の実現のためには、障害がある人もない人も互いに人

格と個性を尊重し合い、支えあいながら暮らしていくという考え方を浸透させていくこと

が重要であると考えます。 
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バリアフリーのまちづくり

ホームヘルプサービスなどの

在宅サービスの充実

生活の安定のための年金や手当の充実

職業訓練の充実や雇用の確保

保健医療やリハビリテーションの充実

点字・手話などによる情報提供の充実や

コミュニケーションの支援

相談体制の充実

障害のある人のスポーツや

文化活動に対する支援

障害のある人への理解を

深めるための啓発活動

ボランティアの育成

災害時の避難支援

その他

特にない

無記入

465名 39.4%

395名 33.5%

459名 38.9%

419名 35.5%

262名 22.2%

102名 8.6%

256名 21.7%

85名 7.2%

284名 24.1%

149名 12.6%

343名 29.1%

26名 2.2%

21名 1.8%

43名 3.6%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 35 特にどのような障害者施策を充実すべきであると思いますか。当てはまると思

うもの３つまで選んでください。 

すべての施策について、充実すべきであると回答がありましたが、その中で、多かった

施策は、「バリアフリーのまちづくり（39.4％）」ともっとも多く、次いで「生活の安定の

ための年金や手当の充実（38.9％）」、「職業訓練の充実や雇用の確保（35.5％）」「ホーム

ヘルプサービスなどの在宅サービスの充実（33.5％）」という結果となりました。 
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ほぼ毎日
124名 10.5%

２～３日に１回
102名 8.6%

週に１回程度
205名 17.4%

月に１回程度
340名 28.8%

年に１回程度
113名 9.6%

ほとんど行かない
252名 21.4%

無記入
44名 3.7%

買い物

食事

飲酒（宴会など）

趣味、教養

散歩

休憩（カフェ、公園）

サービス（病院、美容院など）

市役所の利用

仕事

通勤経路や通学経路として（公共交通の利用）

その他

無記入

484名 54.8%238名 26.9%
123名 13.9%

110名 12.4%
87名 9.8%

46名 5.2%
275名 31.1%

211名 23.9%
148名 16.7%

58名 6.6%
54名 6.1%

12名 1.4%

7 石巻市中心市街地活性化について 

Ⅰ 中心市街地の利用状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 36 中心市街地へ出かける（利用する）頻度はどれくらいですか。 

１つ選んでください。 

問 37 どのような目的で中心市街地に出かけますか（利用しますか）。 

当てはまるものを 3つまで選んでください。 
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鉄道
22名 2.5% バス

17名 1.9%

タクシー
34名 3.8%

自動車
688名 77.8%

バイク
1名 0.1%

自転車
32名 3.6%

徒歩
53名 6.0%

その他
7名 0.8%

無記入
30名 3.4%

中心市街地
125名 10.6%

中心市街地ではない
923名 78.2%

無記入
132名 11.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 中心市街地の活性化状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中心市街地へ出かける（利用する）頻度は、「月に１回程度」が 28.8%で最も多く、次い

で「ほとんど行かない」が 21.4%となっております。前回調査（令和元年度）と比較する

と「ほぼ毎日」「２～３日に１回」「週に１回程度」と回答した方の割合がすべて増加し、

合計で 5.8%増加していることから、中心市街地の利用者が少しずつ増えているものと推

測できます。 

中心市街地に出かける（利用する）目的は、「買い物」が 54.8%で最も多く、次いで「サ

ービス（病院・美容院など）」が 31.1%、「食事」が 26.9%となっております。 

交通手段については、「自動車」が 77.8%で突出して多い結果となっております。前回調

査でも「自動車」が 72.6%となっており、同様の傾向が続いているものと思われます。 

問 38 主にどのような交通手段で訪れていますか。１つ選んでください。 

問 39 現在のお住まいはどちらですか。１つ選んでください。 
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問 40 中心市街地の状況について、５年前と比較してどのように感じていますか。 

（○は各項目につき１つだけ選んでください。） 

住む場所としての魅力

観光地（遊びに行く場所）としての魅力

飲食に行く場所としての魅力

買い物に行く場所としての魅力

イベントや市民活動の開催場所としての魅力

街並みの景観や歩行空間の魅力

公共施設の利便性・快適性

33名
2.8%

17名
1.4%

21名
1.8%

37名
3.1%

13名
1.1%

41名
3.5%

18名
1.5%

252名
21.4%

199名
16.9%

232名
19.7%

172名
14.6%

165名
14.0%

286名
24.2%

185名
15.7%

533名
45.2%

563名
47.7%

543名
46.0%

468名
39.7%

593名
50.3%

457名
38.7%

594名
50.3%

178名
15.1%

201名
17.0%

199名
16.9%

262名
22.2%

211名
17.9%

210名
17.8%

188名
15.9%

61名
5.2%

71名
6.0%

56名
4.7%

120名
10.2%

63名
5.3%

57名
4.8%

69名
5.8%

123名
10.4%

129名
10.9%

129名
10.9%

121名
10.3%

135名
11.4%

129名
10.9%

126名
10.7%

かなり良くなった 良くなった 変わらない 悪くなった かなり悪くなった 無記入

問 41 現在の中心市街地の状況に、満足していますか。１つ選んでください。 

かなり満足している
12名 1.0%

満足している
121名 10.3%

どちらとも言えない
570名 48.3%

満足していない
298名 25.3%

かなり満足していない
117名 9.9%

無記入
62名 5.3%

問 42 中心市街地の活性化は、大切なことだと思いますが。１つ選んでください。 

かなりそう思う
365名 30.9%

まあそう思う
409名 34.7%

どちらとも言えない
214名 18.1%

あまりそう思わない
96名 8.1%

全くそう思わない
38名 3.2%

無記入
58名 4.9%
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問 43 中心市街地の街づくりに望むものは何ですか。（自由記述）  
 
【 抜 粋 】 

・子供が遊べる場所をもっと作ってほしい。 

・イベント会場がどこにあるか７割方わからない、どこにあるか表示を周知すべし。 

・文化施設の充実（食べ物屋・飲み屋ばかり） 

・専門分野のお店が必要（個人）。道路を早く走りやすく。 

・都市計画の総一性と、計画そのもののレベルの低さ。 

・移動がとても大変です。（車がないと）利用者が少ない可能性があるとむずかしいかもし

れませんが中心市街地を巡回するバスがあると助かります。それと歩道が整ってなくて

歩きにくいです。よく転びます。歩道のない道路も大変です。 

・もっと無料駐車場があると良い。仙石線と石巻線の接続悪いので、駅前で休めるお店が欲

しい。 

・時間を気にせず遊んでいたくなるような街ですね。マンガ館に行くにも駅をぬけてうろう

ろと人々ができるお店、又人間性でしょうか。外から来た人に対してあたたかく向える気

持があってほしいですね。 

・①駐車場の無料化 ②休日にお店を休業している所が多い ③古い空き店舗を再利用す

るのに家賃を安くして若い起業者を支援する 

・屋外で飲食もできるようなテラスのある店づくり（石巻は店の中に入りづらい、コロナ後

の密にならない飲食コミュニティの場が必要）。歩いて楽しめる街づくり。写真ばえのす

るスポット。街全体が散歩コースになる。 

・若い世代の活躍が目に見えて、とても良いと思う。まずは、”行ってみたい！！”と思え

るような街にするために、若い人でも挑戦できるように、貸し出しテナントを増やすなど、

挑戦できる街にする。街全体が大きなショッピングモールのような、商店街のような活気

あふれる場所になると良い。 

・パーキング料金が高くてゆっくりできない。 

・①ほとんどの駐車場を無料にする ②中心市街地すべての１階を無料駐車場にし、２階を

商業スペースにする。住居は３階または郊外にするなどの抜本的な都市改革をする。 ③

４５号線から市立病院、市役所、社会福祉協議会事務所まで行く道路が狭くて、常に混雑

し時間がかかるので、片側２車線の道路にして交通の利便性（＝時間短縮）を良くする。 

④中心市街地にアウトレットモールなど、集客力のある魅力的な商業施設を作る（特に衣

類販売店がほとんどない）。 ⑤文化施設が少ない。音楽を聞ける大ホールや美術館など

を作る。 ⑥スポーツ施設も少ない（市総合体育館だけ）。 ⑦昭和の時代にあった陶器

店や時計店、本屋など魅力的な専門店を増やしてほしい。 

・何を中心として魅力あるものとするか、石巻の他に対するアピールが必要。道路がわかり

にくく、他からくると迷いがちになる。 

・いい街づくりをしてもそれを知られていないと意味がないので中心市街地以外の人もそ

れがわかるようにＴＶやニュースで伝えるコーナー等を設けるなどする。 

・交通の利便性がとても重要でしょ 交通の不便性のせいで全て蛇田方面へ流れてる。 

・商店街の課題を解決するのではなく、地域の課題を捉え、それらを解決するために商店街

という空間の新たな役割・あり方を考え事業推進を図っていただきたい。 
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・古くても手入れのゆき届いた街並みを作って欲しい。旅行者の方が気軽に利用できる飲食

店（ランチのお店、喫茶店）が少ない。個人経営が難しいのであれば、集客のあるイベン

ト前～終了後数日間のポップアップショップなどがあればと思います。立町、中央中心に

なっているので、その周辺も強みがあると良い。既にあるならばアピール、誘導を促すな

にか。徒歩で回れる範囲は魅力的なエリアだと思います。 

・昔からそこに住んでいる人や、土地等を持っている人達の市街地を良くしようとする思い

や考え方。 

・特に用事がなくてもとりあえず歩いてみたくなるようなウィンドウショッピング、ラン

チ、散歩でうろつけるような街なみ。学生（高校生とか）が下校時によりたくなるような

街なみ。お店の充実。 

・殿様商売をやめて欲しい。店に入りづらい。駐車場がせまい、道路が分かりづらい。料金

がとられるなら行かなくて良いか、と思う。 

・街の中での「多くのイベント」を開催することにより若者の流れを作るように、そし

て、その際には、２割引きぐらいの商品や食事を各店が提供できるよう努力をする。 

・交通の便（主に道路の混雑回避）。子どもが安全かつ安価で遊べる場の増加。 

・一方通行ばかりあるのが厳しい。道がせまい。有料パーキングが多い。店のパーキング

があってもせまい、どこにあるのかわからない。イベント時の駐車場。店の情報をもっ

とネットに上げてほしい（周辺案内も）。車が混む。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

回答者の居住地は「中心市街地」が 10.6%、「中心市街地ではない」が 78.2%、「無記入」

が 11.2%でした。 

 ５年前と比較した中心市街地の状況については、「街並みの景観や歩行空間の魅力」に

ついて良くなったと答えた方が多く（計 27.7%）、復興事業による街並みの整備の効果が表

れているものと思われます。しかし、「買い物に行く場所としての魅力」については悪く

なったと答えた方が多く（計 32.4%）、商店街の衰退や、郊外型大型店舗の進出による相対

的な魅力の減少が影響しているものと思われます。 

 現在の中心市街地の状況に満足しているかについては、「かなり満足している」「満足し

ている」と答えた方が合計で 11.3%である一方、「かなり満足していない」「満足していな

い」と答えた方が合計で 35.2%となっております。また、中心市街地活性化は大切なこと

と思うかという問いについては、「かなりそう思う」「まあそう思う」の合計が 65.6%、「あ

まりそう思わない」「全くそう思わない」の合計が 11.3%となっており、これら２点の結果

から、より一層の中心市街地活性化施策の必要性が示されています。 

 問 43「中心市街地の街づくりに望むもの」の自由記述では、昨年度の３８８件を大きく

上回る４５６件のご意見をいただいており、一方通行の解消や無料駐車場の設置など交通

利便性に係る意見が最も多く、若者が利用する施設や環境の整備、スーパー等の買い物利

便性の向上、商店やイベントの情報発信、蛇田エリアとの差別化（中心市街地を移すこと

の検討）などについてのご意見を多くいただきました。 
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問 45 あなたは、市外からあなたの友人や知人が訪ねてきたら、石巻の何をおすすめ 

しますか。当てはまるもの全てを選んでください。 

経済が活性化し、景気が良くなる

まちのにぎわいが増す

石巻の良いイメージが他の地域

の人により伝わるようになる

市外・県外・海外からの来訪客

と交流の機会が増える

交通が渋滞する

治安が悪化する

まちの美しさが損なわれる

その他

無記入

733名 62.1%

755名 64.0%

529名 44.8%

359名 30.4%

438名 37.1%

193名 16.4%

47名 4.0%

36名 3.1%

45名 3.8%

海の幸

地場産品の野菜

石巻焼きそば

サバだしラーメン

伝統料理

その他

無記入

1,056名 89.5%
167名 14.2%

149名 12.6%
64名 5.4%

101名 8.6%
64名 5.4%
61名 5.2%

萬画館

サン･ファン館

金華山

田代島

ホエールランド

硯伝統産業会館

釣石神社

その他

無記入

520名 44.1%
310名 26.3%

339名 28.7%
147名 12.5%
147名 12.5%
152名 12.9%

112名 9.5%
125名 10.6%

186名 15.8%

8 観光に関する意識について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜食＞ 
 
 
 
 
 
 
 
＜観光スポット＞ 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 44 観光客が石巻に多く訪れるようになることで、あなたの生活に変化があるとし

たらどのようなことが思い浮かびますか。当てはまるもの全てを選んでくださ

い。 
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観光客が多く訪れることにより、経済の活性化、にぎわいが増すなど好意的な印象を思

い浮かべる市民が多く、市外からの友人、知人におすすめするものとして、「食」では「海

の幸」が 89.5％と最も多く、「観光スポット」では「萬画館」、「自然・景観」では「日和

山公園」が多い結果となりました。一方、自由記述欄では、観光客が多く訪れることによ

り新型コロナウイルス感染拡大を不安に思っている声が多くあり、また、おすすめの「食」

では「笹かま」、「観光スポット」では「いしのまき元気いちば」「網地島」との記述が多く

ありました。 

石巻の何をおすすめするかについてはイメージ、知名度が高いものをおすすめする結果

となりましたが、今後も多様な本市の観光コンテンツを磨き上げ、市民の方にも再認識し

ていただけることが重要となります。 

問 46 あなたは、石巻市の観光情報について、ホームページやＳＮＳ等をご覧になっ

たことがありますか。当てはまるものすべてを選んでください。 

日和山公園

上品山

大須埼灯台

県立自然公園旭山

齋藤氏庭園

神割崎

北上川ヨシ原

御番所公園

その他

無記入

846名 71.7%
101名 8.6%

53名 4.5%
82名 6.9%

66名 5.6%
300名 25.4%

82名 6.9%
160名 13.6%

53名 4.5%
137名 11.6%

ホームページを見たことがある

インスタグラムを見たことがある

観光課のフェイスブックを見たことがある

観光ガイドブックを見たことがある

何も見たことがない

その他

無記入

309名 26.2%

30名 2.5%

69名 5.8%

433名 36.7%

480名 40.7%

17名 1.4%

53名 4.5%

＜自然・景観＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市の観光情報について、「何も見たことがない」が 40.7％で最も多く、「観光ガイドブッ

ク」が 36.7％、「ホームページ」が 26.2％となりました。 

自分の住んでいる市の観光に関心が低い結果となりましたが、本市の豊かな観光資源、

情報を広く周知するため、ＳＮＳの活用など効果的な情報発信に取り組んでいくことが重

要となります。 



67 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 47 あなたは、今より多くの外国人観光客に石巻に来てほしいと思いますか。 

１つ選んでください。 

もっと来てほしい
344名 29.2%

いまのままでよい
390名 33.1%

来てほしくない
84名 7.1%

どちらともいえない
331名 28.1%

無記入
31名 2.6%

問 48 あなたは、あなた自身が市外より訪れた外国人観光客をおもてなししたいと思

いますか。１つ選んでください。 

はい
354名 30.0%

いいえ
774名 65.6%

無記入
52名 4.4%
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語学力

観光案内の知識

外国語の表記

キャッシュレス対応

Wi-Fiの整備

その他

無記入

267名 75.4%

217名 61.3%

191名 54.0%

96名 27.1%

120名 33.9%

17名 4.8%

2名 0.6%

海の幸

地場産品の野菜

石巻焼きそば

サバだしラーメン

伝統料理

その他

無記入

949名 80.4%
171名 14.5%

110名 9.3%
62名 5.3%

264名 22.4%
26名 2.2%

151名 12.8%

萬画館

サン･ファン館

金華山

田代島

ホエールランド

硯伝統産業会館

釣石神社

その他

無記入

511名 43.3%
368名 31.2%

415名 35.2%
225名 19.1%

190名 16.1%
274名 23.2%

110名 9.3%
48名 4.1%

244名 20.7%

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜食＞ 
 
 
 
 
 
＜観光スポット＞ 
 
 
 
 
 
 
  

問 48-1 問 48で「１．はい」を選択した方にお聞きします。そのおもてなしに必要

だと思うことは何ですか。当てはまるものを全て選んでください。 

「今より多くの外国人観光客に来てほしいと思っている」が 29.2％、「外国人観光客を

おもてなししたい」が 30％といずれも過半数を下回りました。 

おもてなしには、語学力、観光案内の知識が必要との回答が多く、対応に対しての不安

が現れたものだと考えられます。研修会やセミナー等を通じ、受け入れ態勢の整備、おも

てなし気運の醸成や外国語表記の推進が重要となります。 

問 48-2 外国人観光客に対して、石巻のどのようなところが魅力・強みになると思い

ますか。又はどんなものを観光資源として発信していく必要があると思いま

すか。当てはまるものを全て選んでください。 
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日和山公園

上品山

大須埼灯台

県立自然公園旭山

齋藤氏庭園

神割崎

北上川ヨシ原

御番所公園

その他

無記入

757名 64.2%
116名 9.8%

71名 6.0%
97名 8.2%

138名 11.7%
322名 27.3%

143名 12.1%
168名 14.2%

32名 2.7%
230名 19.5%

石巻川開き祭り

おめつき

雄勝硯

河南鹿嶋ばやし

はねこ踊り

鯨祭り（鯨文化）

無記入

909名 77.0%55名 4.7%
275名 23.3%

84名 7.1%
302名 25.6%

222名 18.8%
172名 14.6%

外国人観光客に対する本市の魅力、強みについて、「食」では「海の幸」が最も高く、

「観光スポット」では「萬画館」、「金華山」、「サン・ファン館」、「自然・景観」では「日

和山公園」が高く、問 45 の友人・知人へのおすすめと同様の結果となりました。自由記

述欄では、震災遺構との記述が多くありました。 

市民が考える本市の強みを磨き上げ、外国人観光客のニーズに対応できるよう地域全体

で取り組んでいくことが重要となります。 

＜自然・景観＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜伝統・文化・祭り＞ 
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思う
732名 62.0%

思わない
281名 23.8%

わからない
147名 12.5%

無記入
20名 1.7%

多くの自然や生物に恵まれていると思う市民が多い結果となりました。 

本市は海、山、川など豊かな自然に囲まれ、そこには多種多様な生物が生息・生育して

いることから、これらを地域の財産として後世に引き継いでいくため、人の暮らしと自然

が調和する地域づくりに取り組んでいく必要があります。 

思う
534名 45.3%

思わない
471名 39.9%

わからない
158名 13.4%

無記入
17名 1.4%

公園や道路、宅地などの緑が豊かだと思う市民が半数近くとなりました。 
宅地開発や道路整備を進める際には緑化に配慮し、自然環境を保全しながら実施するこ

とが求められ、身近に緑とふれあえる環境を創出していく必要があります。 

9 石巻市の環境について 

Ⅰ 自分が住んでいる地域の環境について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 49 多くの自然や生物に恵まれていると思いますか。１つ選んでください。 

問 50 公園や道路、宅地などの緑が豊かだと思いますか。１つ選んでください。 
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思う
764名 64.7%

思わない
244名 20.7%

わからない
155名 13.1%

無記入
17名 1.4%

田や畑の農地の緑が豊かだと思っている市民が多い結果となりました。 
自然と調和した良好な景観はふるさとの誇り、そして地域の魅力であることから、その

保全や創出に取り組んでいく必要があります。 

思う
226名 19.2%

思わない
683名 57.9%

わからない
253名 21.4%

無記入
18名 1.5%

街並みの美しいところだと思わない市民が多い結果となりました。 
魅力あるまちづくりに向けて、地域の景観に目を向け、自然や文化、歴史などを学び、

体験しながら、地域特性を活かした景観の形成を推進し、魅力あるまちづくりを推進して

いく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 51 田や畑の農地の緑が豊かだと思いますか。１つ選んでください。 

問 52 街並みの美しいところだと思いますか。１つ選んでください。 



72 
 

思う
730名 61.9%

思わない
261名 22.1%

わからない
167名 14.2%

無記入
22名 1.9%

空気がきれいだと思っている市民が多い結果となりました。 
 市民ひとりひとりが健康な生活を送るために、大気を安全な状態に保つことが必要不可

欠です。そのため、日常生活を取り巻く環境について、市民が安心して暮らすことのでき

る良好な状態の維持に向け「環境負荷の低減」に取り組んでいく必要があります。 

思う
302名 25.6%

思わない
623名 52.8%

わからない
237名 20.1%

無記入
18名 1.5%

河川の水がきれいだと思わない市民が半数を超える結果となりました。 
河川の汚濁は結果として海洋汚染にもつながるため、水環境の監視を行いながら安全で

清らかな水の確保に向けて取り組んでいく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 53 空気がきれいだと思いますか。１つ選んでください。 

問 54 河川の水がきれいだと思いますか。１つ選んでください。 
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思う
370名 31.4%

思わない
481名 40.8%

わからない
312名 26.4%

無記入
17名 1.4%

海の水がきれいだと思わない市民が多い結果となりました。 
海の汚濁を防止するために、水環境の監視を行うとともに、水質汚濁防止に関し普及・

啓発を推進していく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 55 海の水がきれいだと思いますか。１つ選んでください。 
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地球温暖化

オゾン層の破壊

大気汚染

川や海の水の汚れ

ごみの減量、リサイクル

ごみの不法投棄

悪臭

騒音、振動

土壌汚染

エネルギー問題

ダイオキシンなど有害な化学物質による環境汚染

生活の中にある身近な自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少

その他

無記入

908名 76.9%
272名 23.1%

397名 33.6%

608名 51.5%

509名 43.1%

529名 44.8%

222名 18.8%

189名 16.0%

110名 9.3%

361名 30.6%

203名 17.2%

259名 21.9%

182名 15.4%

41名 3.5%

26名 2.2%

環境問題については、特に地球温暖化や川や海の水の汚れ、ごみの問題に関心を持って

いる市民が多い結果となりましたが、すべての項目において前年度調査よりも比率が高く

なっており、環境問題について幅広く関心が持たれ、意識が高くなってきていることが分

かります。 
私たちは、これらの環境問題の被害者でもあり加害者でもあることから、ひとりひとり

が環境問題について正しい知識を持ち、正しく行動する「環境市民」として生活していく

ことが強く求められます。 

Ⅱ 関心のある環境問題について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 56 あなたが関心のある環境問題を選んでください。(複数回答可) 


